後深草時代の女性 by 須田, 亮子
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
七
号
 
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
後
深
草
時
代
の
女
性
須
田
亮
子
は
 
じ
 
め
 
に
 
小
稿
は
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
作
者
で
あ
る
後
深
草
院
二
条
の
生
き
た
当
時
の
後
宮
の
様
子
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
後
深
草
が
天
皇
に
即
位
し
た
寛
元
四
年
(
一
二
四
六
)
～
嘉
元
二
年
(
=
二
〇
四
)
で
崩
御
さ
れ
る
ま
で
に
確
認
さ
れ
る
女
性
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
今
回
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
女
性
に
つ
い
て
歴
代
皇
女
、
歴
代
后
妃
、
主
要
女
房
、
主
要
女
性
の
四
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
表
に
し
て
ま
と
め
た
。
 
表
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
角
田
文
衛
監
修
『
平
安
時
代
史
事
典
』
資
料
・
索
引
編
(角
川
書
店
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
日
本
古
代
後
宮
表
」
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
後
続
す
る
形
で
作
成
し
て
い
る
た
め
書
式
は
『
平
安
時
代
史
事
典
』
資
料
編
に
拠
っ
て
い
る
。
 
な
お
、
小
稿
で
参
考
に
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
稿
末
に
一
覧
に
し
て
示
し
た
。
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後
深
草
時
代
の
女
性
歴
代
皇
女
表
後
嵯
峨
皇
女
名
綜
子
内
親
王
悦
子
内
親
王
澤
子
内
親
王
榿
子
内
親
王
姫
宮
姫
宮
后
妃
の
列
位
階
内
親
王
准
三
宮
内
親
王
准
三
宮
内
親
王
准
三
宮
准
三
后
内
親
王
呼
び
名
柳
殿
父
母
父
 
後
嵯
峨
天
皇
母
 
藤
原
姑
子
(大
宮
院
)
父
 
後
嵯
峨
天
皇
母
 
太
政
大
臣
公
経
女
。
従
三
位
貞
子
父
 
後
嵯
峨
天
皇
母
 
刑
部
卿
孝
時
女
。
(勾
当
内
侍
。
刑
部
卿
局
。
後
坊
門
局
)
。
父
 
後
嵯
峨
天
皇
母
 
二
条
局
父
 
後
嵯
峨
天
皇
母
 
刑
部
卿
孝
時
女
。
(勾
当
内
侍
、
刑
部
卿
局
、
後
坊
門
局
)
父
 
後
嵯
峨
天
皇
母
 
体
子
内
親
王
(神
仙
門
院
)
所
生
の
皇
子
女
皇
女
没
年
月
文
永
6
年
3
月
元
弘
2
年
2
月
永
仁
2
年
1
月
弘
安
7
年
2
月
不
詳
弘
安
4
年
夏
享
年237433
備
 
 
考
宝
治
元
年
1
月
1
日
、
内
親
王
。
同
2
年
正
月
20
日
、
御
百
日
(『
葉
黄
記
』
)
。
同
年
3
月
23
日
、
安
嘉
門
院
邦
子
の
猶
子
と
な
る
(『
百
錬
抄
』
)
。
弘
長
3
年
7
月
20
日
准
三
宮
、
同
日
院
号
(月
華
門
院
)
(『
帝
王
編
年
記
』
、
『
続
史
愚
抄
』
で
は
7
月
27
日
)。
弘
安
7
年
2
月
10
日
、
26
歳
で
内
親
王
と
な
り
、
28
日
准
三
宮
、
同
日
院
号
(延
政
門
院
)
。
同
8
年
8
月
24
日
出
家
。
正
応
2
年
12
月
27
日
、
28
歳
で
内
親
王
と
な
り
、
10
日
准
三
宮
、
同
日
院
号
(五
条
院
)
。
永
仁
2
年
1
月
25
日
死
去
。
↓
歴
代
后
妃
表
(亀
山
)
弘
長
2
年
12
月
4
日
伊
勢
斎
宮
と
な
る
。
同
5
年
8
月
28
日
、
除
服
(『
続
史
愚
抄
』
)。
文
永
9
年
2
月
27
日
後
嵯
峨
院
崩
御
に
よ
り
24
歳
で
退
下
。
文
永
1
年
秋
の
終
わ
り
頃
か
ら
仁
和
寺
あ
た
り
の
衣
笠
に
住
む
(『
増
鏡
』
)。
大
宮
院
(藤
原
姑
子
)
が
よ
く
面
倒
を
見
た
(『
増
鏡
』
)
。
建
治
元
年
10
月
こ
ろ
、
後
深
草
院
が
一
時
期
、
通
う
が
、
そ
の
後
、
西
園
寺
実
兼
が
面
倒
を
見
る
(『
増
鏡
』
)
。
澤
子
内
親
王
の
同
母
妹
。
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後
深
草
皇
女
名姫宮
貴
子
内
親
王
姶
子
内
親
王
久
子
内
親
王
娯
子
内
親
王
永
子
内
親
王
后
妃
の
列
位
階
皇
后
_准 内
硅謹
 
内
親
王
准
三
宮
内
親
王
准
三
宮
呼
び
名
父
母
父
 
後
深
草
天
皇
母
 
藤
原
公
子
(東
二
条
院
)
父
 
後
深
草
天
皇
母
 
藤
原
公
子
(東
二
条
院
)
父
 
後
深
草
天
皇
母
 
藤
原
公
子
(東
二
条
院
)
父
 
後
深
草
天
皇
母
 
藤
原
惜
子
(玄
輝
門
院
)
父
 
後
深
草
天
皇
母
 
太
政
大
臣
公
相
女
。
従
一
位
相
子
父
 
後
深
草
天
皇
母
 
内
大
臣
公
親
女
。
従
二
位
藤
原
房
子
所
生
の
皇
子
女
没
年
月
文
永
10
年
5
月
不
詳
徳
治
2
年
7
月
貞
和
2
年
4
月
文
和
元
年
8
月
建
武
5
年
3
月
享
年12ss7465
備
 
 
考
弘
長
2
年
6
月
2
日
誕
生
(『
一
代
要
記
』
、
『
続
史
愚
抄
』
)
。
文
永
2
年
1
月
14
日
誕
生
(『
続
史
愚
抄
』
)
。
文
永
7
年
9
月
18
日
誕
生
。
翌
8
年
正
月
7
日
、
2
歳
で
内
親
王
と
な
り
、
弘
安
8
年
10
月
9
日
、
皇
后
宮
と
な
る
(『
続
史
愚
抄
』
で
は
8
月
19
日
)。
正
応
4
年
8
月
4
日
院
号
(遊
義
門
院
)
(『
帝
王
編
年
記
』
で
は
8
月
12
日
)
。
↓
歴
代
后
妃
表
(後
宇
多
)
正
応
4
年
4
月
6
日
、
20
歳
で
内
親
王
、
同
日
准
三
宮
と
な
る
。
永
仁
2
年
正
月
、
二
位
に
叙
さ
れ
る
(『
続
史
愚
抄
』
)
。
同
年
2
月
7
日
院
号
(永
陽
門
院
)
。
嘉
元
2
年
7
月
16
日
、
後
深
草
院
崩
御
御
素
服
に
入
り
、
27
日
御
着
服
(『
公
衡
公
記
』
)
。
同
年
9
月
10
日
出
家
(『
女
院
小
伝
』
、
『
続
史
愚
抄
』
で
は
9
月
16
日
)
。
永
仁
2
年
2
月
29
日
内
親
王
、
同
日
准
三
宮
。
乾
元
元
年
3
月
15
日
院
号
(陽
徳
門
院
)
。
嘉
元
2
年
7
月
16
日
、
後
深
草
院
崩
御
御
素
服
に
入
り
、
26
日
御
着
服
(
『
公
衡
公
記
』
)
。
嘉
元
4
年
9
月
5
日
出
家
。
観
応
3
年
8
月
1
日
死
去
。
正
応
4
年
12
月
15
日
内
親
王
、
永
仁
5
年
12
月
28
日
准
三
宮
。
月
3
日
院
号
(章
善
門
院
)
。
正
和
5
年
8
月
27
日
出
家
。
延
慶
2
年
2
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亀
山
皇
女
名
硯
子
内
親
王
喜
子
内
親
王
理
子
内
親
王
后
妃
の
列
位
階
内
親
王
准
三
宮
呼
び
名
川
端
殿
女
院
土
御
門
女
院
父
母
父
 
亀
山
天
皇
母
 
藤
原
倍
子
(京
極
院
)
父
 
亀
山
天
皇
母
 
従
三
位
雅
平
女
。
従
三
位
藤
原
雅
子
父
 
亀
山
天
皇
母
 
従
二
位
藤
原
楳
子
所
生
の
皇
子
女
没
年
月
文
永
元
年
7
月
元
亨
4
年
3
月
弘
安
5
年
8
月
享
年
352
備
 
 
考
『
 
代
要
記
』
で
は
「寿
子
内
親
王
」
と
す
る
。
永
仁
元
年
12
月
10
日
、
21
歳
で
内
親
王
と
な
り
、
永
仁
4
年
8
月
1
日
准
三
宮
と
な
り
、
同
日
院
号
(昭
慶
門
院
)
。
嘉
元
4
年
9
月
15
日
出
家
。
『
一
代
要
記
』
で
は
「班
子
内
親
王
」
と
す
る
。
大
宮
院
(藤
原
姑
子
)
が
養
育
す
る
(『
増
鏡
』
)
。
後
深
草
時
代
の
女
性
姫
宮
父
 
亀
山
天
皇母 京極院雑
仕
貫
川
元
徳
元
年
弘
安
7
年
8
月
14
日、
近
衛
関
白
家
基
に
嫁
ぎ
(
『
増鏡
』、
『
皇
胤
系
図
』、『続史愚抄』)、左大臣経平を産む(帝王編年記。亀山院の乳母按察二位の里で養育される(『増鏡』)。
姫
宮
父
 
亀
山
天
皇母 正三位左
中
将
実平女。(大納言典侍、三条局)
不
詳
浄
土
寺
摂
政
師
教
北
政
所
と
な
る
(
『
帝
王
編
年
記
』)
。
姫
宮
父
 
亀
山
天
皇母 澤子内親
王
(
五条院)
不
詳
亀
山
院
の
乳
母
按
察
二
位
の
里
で
養育
さ
れ
る
(
『
増
鏡
』)
。
後
宇
多
皇
女
名
后
妃
の
列
位
階
呼
び
名
父
母
所
生
の
皇
子
女
没
年
月
享
年
備
 
 
考
装
子
内
親
王
皇
后
宮
内
親
王伊勢斎宮
父
 
後
宇
多
天
皇母 藤原忠子(
談
天門院)
貞
和
4
年1月
63
尊
治
親
王
(
後
醍
醐)
の
姉。弘安9年誕生。乾元
12
月
26
日、
17
歳
で
内
親
王、
徳
治
元
年
12
月2日伊勢斎宮となり、徳治3年86後二条天皇崩御によ歳で退下。文保3年月29日皇后宮、1月5日院号(達智門)21出家。
楳
子
内
親
王
内
親
王准三宮
父
 
後
宇多
天
皇母 論子女王
不
詳
永
嘉
門
院
に
養
育
さ
れ
る
(
『
増
鏡
』)
。
元
応
元
年、
内
親
王
。嘉暦元年、出家。応准三宮院号(崇明門)
。
愉
子
内
親
王
内
親
王准三宮
父
 
後
宇
多
天
皇母 参議宗親女
不
詳
姫
宮
父
 
後
宇多
天
皇母 大納言長雅
不
詳
姫
宮
父
 
後
宇
多
天
皇母 参議実俊女
不
詳
伏
見
皇
女名
后
妃
の
列
位
階
呼
び
名
父
母
所
生
の
皇
子
女
没
年
月
享
年
備
 
 
考
疇
子
内
親
王
父
 伏
見
天
皇母 左大臣実
雄
女。従三位季子
延
慶
2
年3月
24
弘
安
10
年
誕
生。
延
慶
2
年
6
月
27
日、
准
三
宮
と
な
り、
同
日
院
号
(
朔平門院)。
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誉
子
内
親
王
内
親
王准三宮
父
 
伏
見
天
皇母 中納言公
宗
女。従三位藤原英子
建
武
3
年10月
永
仁
3
年
8
月
15
日
内
親
王
と
な
り、
同
日
准
三
宮。
徳
治
2
年
4
月
2
日院号。正和2年8月13日出家
延
子
内
親
王
内
親
王准三宮
父
 
伏
見
天
皇母 左大臣実
雄
女。従三位季子
文
保
元
年9月
正
応
4
年
誕
生。
王
朝
元
年
8
月
10
日
内
親
王
と
な
り、
同
日
准
三
宮。
同4年2月日院号(延明門)。文保元年9月28日出家
進
子
内
親
王
父
 
伏
見
天
皇母 藤原氏
不
詳
一
一
歴
代
后
妃
表
後
深
草
名
后
妃
の
列
位
階
呼
び
名
父
母
所
生
の
皇
子
女
没
年
月
享年
備
 
 
考
藤
原
公
子
中
宮
従
三
位
父
 太
政
大
臣
西
園
寺実氏母 大納言隆衡女。従一位藤貞子
 
皇
女貴子内親
王姶子内親王(遊義門院)
嘉
元
2
年正月
73
大
宮
院
の
同
母
妹。
寛
元
4
年
2
月
13
日、
15
歳
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れる。康元年1月7日、25歳で入内し、23日女御となる。翌年正2立后中宮となる。元年12月9日院号(東二条)。弘長2年6月日皇女を産むが、12歳で天折。文永年月4日皇女・貴子内親王を産む。文永7年9月18日姶(遊義門院)を産む『続史愚抄』。永仁元年6月7日、62歳で出家。嘉元2年春頃より御悩(『増鏡』)。
藤
原
某
女
典
侍
別
当
典
侍別当局春日局
父
 参
議
茂
通
卿
恒
助
法
親
王
不
詳
永
仁
元
年
6
月
7
日
東
二
条
院
出
家
に
所
役
(
『
公
衡
公
記
』)
。
嘉
元
2
年7月16日後深草院崩御素服に入る(『公衡記』)。
藤
原
房
子
御
匝
殿
従
二
位
二
条
局御厘殿
父
 
三
条
内
大
臣
公
親
久
明
親
王行覚法親王永子内親王(章善門院)
不
詳
建
治
2
年
9
月
1
日
皇
子
・
久
明
親
王
を
産
む
(
『
将
軍
執
権
次
第
』)
。
乾元年7月2日、春万里小路第(二位局)より火起る『続史愚抄』)。
三
善忠
子
従
}
位准三宮
一
品
局
父
 三
善
康衡
深
性
法
親
王
不
詳
『
公
衡
公
記
』、
『
続
史
愚
抄
』
で
は、
「
三
善衡
子」。
『
一
代
要
記
』
で
は、父は「三善政平」、『帝王編年記』で雅衡。嘉元2年7月16日後深草院崩御素服に入る(『公衡記』)。同着(『公衡』)。同年8月23日後深草院崩御仏事の沙汰に奉仕する(『公衡記』)。
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後
深
草
時
代
の
女
性
名
后
妃
の
列
位
階
呼
び
名
父
母
所
生
の
皇
子
女
没
年
月
享
年
備
 
 
考
藤
原
倍
子
皇
后
従
三
位
父
 左
大
臣
実
雄母 従二位藤栄
子
知
仁
親
王世仁親王(後宇多天皇
)睨子内親王
文
永
9
年8月
28
文
応
元
年
12
月
7
日
16
歳
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ、
1
日、
女
御
代
と
なり、2日入内、女御となる(『五代帝王物語』。増鏡では10月日。『女院小伝』では25続史愚抄日入内、25日女御となる)。翌2年月8日立后、中宮となり8月20日皇后宮なる。弘長2年1月8日、皇女・硯子内親王を産む(『続史愚抄』、『一代要記では9日)。文永2年7月1日、皇子・知仁親王を産む(『一代要記』)。文永4年12月日、皇子・世仁後宇多天皇)を産む(『一代要記』では1月20日。文永9年3、28歳で出家。同年8月9日崩ず(『続史愚抄』は7)。813院号(京極)一代要記、女小伝9日)。兄の中納言公宗に慕われる(『増鏡』)。寵妃(『増鏡』)。
藤
原
嬉
子
中
宮
父
 
太
政
大
臣
公
相母 太政大臣実
基女。従二位藤原教子(実母は大外記師朝女)
文
保
2
年4月
67
大
宮
院
の
猶
子
と
な
る
。弘長元年4月23日、9
歳
で
従
三
位
に
叙
さ
れ、
同
年
6
月
20
日
女
御、8月20日中宮となる(『一代要記』では614入内。続史愚抄では弘長元年6月14日入内、19日女御となる)。文永5年12月6日院号(今出河)『一代要記』では文永6年正月10。弘安6年8月1日、31歳で出家(『公衡記』、続史愚抄は8月日)。
亀
山
112
藤
原惜
子
従
三
位准三宮
東
御
方
父
 
左
大
臣
実
雄母 大納言隆房
女。従三位藤原藏子
煕
仁
親
王(伏見天皇)性仁法親王久子内親王(永陽門院)
元
徳
元
年8月
84
藤
原
倍
子
(
京
極
院)
の
妹。
弘
安
3
年
正
月
8
日、
35
歳
で
従
三
位
に
叙せられる。文永2年4月3日、皇子・熈仁(伏見天)を産む正応元年12月6日准三宮、同院号(玄輝門)。48546歳で出家。
藤
原
相
子
従
一
位准三宮
長
講
堂
准
后土御門准后
父
 太
政
大
臣
公
相
娯
子
内
親
王(陽徳門院)
不
詳
弘
安
10
年
8
月
2
日、
深
性
法
親
王
が
仁
和
寺
に
入
る
時
に
同
行
す
る(『続史愚抄』)。同日、楽曲を伺候す(『後深草院御記』)。正応三年正月19日、准三宮宣下(この後長講堂后または土御門と称す)。
藤
原
成
子
従
二
位
大
納
言
二
位
父
 太
政
大
臣
公
経
幸
仁
親
王
不
詳
藤
原
位
子
女
御
従
三
位准三宮
父
 
深
心
院
関
白
基
平母 少将通能朝臣女
啓
仁
親
王継仁親王
永
仁
4
年正月
35
文
永
1
年
6
月
28
日、
13
歳
で
上
皇
宮
に
入
り、
翌
12
年
2
月
2
日
女
御
となり、同日従三位准宮年3月28院号(新陽明門)『続史愚抄』では2月6日に女御。『一代要記』では4院号)。建治2年1月7日皇子・啓仁親王を産む(『続史愚抄』では)。弘安2年6月8日皇子・継仁親王を産む(『増鏡』では8月)。正応2年、亀山院出家後松殿宰相中将兼嗣の息姫宮を産む(『増鏡』)。正応3年4月26日、29歳で出家。
藤
原
雅
子
典
侍
従
三
位
中
納
言
典
侍 高倉局
父
 
従
二
位
雅
平
喜
子
内
親
王(昭慶門院)
不
詳
藤
原
某
女
典
侍
大
納
言
典
侍 三条局
父
 
正
三
位
実
平
良
助
法
親
王聖雲法親王覚雲法親王九条師教の室
不
詳
平
某
女
典
侍
師
典
侍
父
 
兵
部
卿
時
仲
順
助
法
親
王慈道法親王行圓法親王
不
詳
『
増
鏡』
で
は、
師
中
納
言
為
経
の
娘。
藤
原
瑛
子
従
三
位准三宮
父
 
太
政
大
臣
実
兼母 内大臣通成女。従一位顕子
恒
明
親
王
建
武
3
年6月
65
太
政
大
臣
実
兼
の
第
二
女。
正
安
3
年
正
月
H
日、
亀
山
院、
北
山
第
に
御幸し、瑛子を奪還する(『続史愚抄』)。同年正月16日29歳で法皇宮に入り、3従三位に叙せられ1日准三宮、同院号(昭訓門)は3月従位に叙せら嘉元年閏4月9日、皇子・恒明親王を産む(『続史愚抄』)。1御産幸(『公衡記』)。嘉元3年9月21日、32歳で出家。
藤
原
楳
子
三
条
局
父
 
左
大
臣
実
雄
理
子
内
親
王
不
詳
京
極
院
の
妹。
亀
山
院、
亡
き
京
極
院
の
面
影
を
求
め
て
通
う
(
『
増
鏡
』)
。
藤
原
寿
子
従
二
位
大
宮院
讃
岐局讃岐二位 京極局
父
 
大
膳大
夫
景
房
定
良
親
王
不
詳
も
と
大
宮
院
女
房
(
『
増
鏡
』)。
西
園
寺
公
相
の
猶
子
と
な
る
(
『
増
鏡
』)
。
資
子
従
三
位
尊
珍
法
親
王
不
詳
藤
原
某
女
父
 内
大
臣
公
親
性
恵
法
親
王
不
詳
藤
原
某
女
父
 
権
中
納
言
実
任
守
良
親
王
不
詳
藤
原
某
女
民
部
卿
局
父
 権
中
納
言
雅
藤
道
澄
法
親
王
不
詳
は
じ
め
今
林
准
后
(
藤
原
貞
子)
に
仕
え
る。
乾
元
元
年
7
月
3
日、
亀
山法皇民部卿局に渡御あり(『続史愚抄』)。
藤
原
某
女
父
 権
中
納
言
公
雄
恒
雲
法
親
王
不
詳
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後
深
草
時
代
の
女
性
源
某
女
大
納
言
局
父
 源
通
信
性
覚
法
親
王性融法親王
不
詳
『
皇
胤
系
図
』、
『
一
代
要
記
』
で
は、
父
は
「
左
近
衛
少
将
宣
通」、
『
本
朝
皇胤紹運録』、『諸門跡譜では「左近衛少将通能」。
某
女
 
三
条
局 廊方師王殿廊御
方 下野
父
'
僧
玄
駒
兼
良
親
王
不
詳
花
山
院
通
雅
の
猶
子
と
な
る
(
『
増
鏡
』)
。弘安9年6月2日皇子・兼良親王を
産
む。
輪
子
女
王
父
中
務
卿
宗
尊
親
王
不
詳
亀
山
院
出
家
後、
内
大
臣
源
有
房
の
御
子
を
産
む
(
『
増
鏡
』)
。
↓
歴
代
后妃表(後宇多)
某
女
督
局
僧
道
性
不
詳
は
じ
め
准
三
宮
藤
原
貞
子
に
仕
え
る。
某
女
貫
川
皇
女
不
詳
御
霊
社
の
巫
女
(
『
増
鏡
』)
。
京
極
院
(
藤
原
信
子)
の
雑
仕。皇女を出産(『増鏡』)。↓主要房表亀山朝
澤
子
内
親
王
内
親
王
父
 
後
嵯
峨
天
皇母 孝時入道女。
刑部卿局。勾当内侍
皇
女
永
仁
2
年1月
3
皇
女
を
産
む
(
『
増
鏡
』)
。
↓
歴
代
皇
女
表
(
後
嵯
峨
皇
女)
某
女
権
大
納
言
典
侍
父
 実
盛
不
詳
乾
元
元
年
8
月
27
日、
亀
山
法
皇、
権
大
納
言
典
侍
某
に
幸
す
(
『
続
史
愚抄』)。
後
宇
多
名
后
妃
の
列
位
階
呼
び
名
父
母
所
生
の
皇
子
女
没
年
月
享
年
備
 
 
考
 
 
 
 
 
 
 、
姶
子
内
親
王
皇
后
父
 
後
深
草
天
皇母藤原公子(
東
二条院)
後
二
条
准
母
徳
治
2
年7月
38
永
仁
2
年
6
月
30
日、
上
皇
宮
に
入
る。
嘉
元
2
年
7
月
16
日、
後
深
草
院崩御素服に入る(『公衡記』)。寵妃増鏡V ↓歴代皇女表(後深草皇)
藤
原
忠
子
典
侍
准
三
后従三位
中
納
言
典
侍
父
 
参
議
忠
継母 頭皇后宮
亮
高
輔朝臣女。帥局
尊
治
親
王(後醍醐天皇)承覚法親王性圓法親王奨子内親王(達智門院)
元
応
元
年1月
52
正
応
元
年
1
月
2
日、
皇
子
・
尊
治
(
後
醍
醐
天
皇)
を
産
む。
永
仁
6
年7月21日、21歳で従三位に叙せられ、正安3年7月0日准宮となる。嘉元年9月亀山院崩御により出家文保241日号(談天門院)。
源
基
子
准
三
后従三位
東
御
方二条局
父
 
内
大
臣
具
守母 従三位平親
継
女
邦
治
親
王(後二条天皇)
文
和
4
年8月
87
新
陽
明
門
院
(藤
原
位
子)
に
仕
え
る
(
『
増
鏡
』)
。弘安7年8月14日、着帯。2
、
皇
子
・
邦
治
(
後
二条天皇)を産む(『続史愚抄』では3月1日夜。徳治年826日、後二条院死去により出家。延慶元年1月27従三位叙せられ、12月准三宮、同日院号(西華門)。
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論
子
女
王
父
 
中
務
卿
宗
尊
親
王
楳
子
内
親
王(崇明門院)
不
詳
↓
歴
代
后
妃
表
(
亀
山)
瑞
子
女
王
准
三
宮
父
 
中
務
卿
宗
尊
親
王母 大納言通具孫女。平准后家房
天
暦
2
年8月
58
正
安
4
年
正
月
20
日、
30
歳
で
准
三
宮
と
な
り、
同
日
院
号
(
永
嘉
門
院)
。元亨4年7月29日、52歳で出家。
藤
原
某
女
父
 
大
納
言
長
雅
皇
女
不
詳
藤
原
某
女
一
条
局
父
 
参
議
実
俊
良
治
親
王
不
詳
は
じ
め
遊
義
門
院
に
仕
え
る
(
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』)
。
後
に
後
醍
醐
天
皇の後宮に入る。
藤
原
某
女
父
 
参
議
宗
親
愉
子
内
親
王
不
詳
伏
見
名
后
妃
の
列
位
階
呼
び
名
父
母
所生
の
皇
子女
没
年
月
享
年
備
 
 
考
藤
原
鐘
子
中
宮
従
三
位 1
父
 
太
政
大
臣
実
兼母 内大臣通成女。従一位源顕子
後
伏
見
准
母
康
永
元
年5月
72
正
応
元
年
4
月
12
日、
後
深
草
天
皇
の
猶
子
と
な
る。
同
年
4
月
27
日、
18歳で従三位、6月2日に女御、月20日に中宮となる。永仁6年81院号(福門)。嘉元2年7月16日後深草院崩御素服に入り、27日御着服(『公衡記』)。正和5年6月23日、46歳で出家。
藤
原
経
子
准
三
后従三位
中
園
の
准
后新中納言中納言局 典侍
父
 
藤
原
経
氏
胤
仁
親
王(後伏見天皇
)
不
詳
弘
安
1
年
3
月
3
日、
皇
子
・
胤
仁
(
後
伏
見
天
皇)
を
産
む。
藤
原
季
子
従
三
位
東
御
方
父
 左
大
臣
実
雄母 後嵯峨丹波
局
賀茂神主能直女
富
仁
親
王(花園天皇)寛性法親王疇子内親王(朔平門院)延子内親王(明門院)
建
武
3
年2月
72
玄
輝
門
院
の
異
母
妹。
永
仁
5
年
正
月
29
日、
3
歳
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れる。同年7月25日、皇子・富仁(花園天)を産む文保元9月9日伏見院崩御により、53歳で出家。正中年2月7日准三宮、同日院号(顕親門)。
藤
原
某
女
従
三
位
三
条
局東御方
父
 権
大
納
言実
明
道
煕
法
親
王進子内親王
不
詳
は
じ
め
陽
徳
門
院
(
娯
子
内
親
王
)
に
仕
え
る。
藤
原
英
子
従
三
位
父
 藤
原
公
宗
誉
子
内
親
王(章義門院)
不
詳
正
応
5
年
3
月
29
日
従
三
位
に
叙
せ
ら
る
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
某
女
典
侍
播
磨
内
侍
父
 俊
衡
尊
圓
法
親
王
不
詳
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後
深
草
時
代
の
女
性
源
親
子
典
侍
権
大
納
言
局
父
 
源
具
氏
尊
悟
法
親
王
不
詳
↓
主
要
女
房
表
(
後
宇
多
朝)、
主
要
女
房
表
(
伏
見
朝)
。
某
女
治
部
卿
局春日局
父
 
僧
任
快
恵
助
法
親
王
不
詳
『
続
史
愚
抄
』
で
は、
父
は
「
信
快」
。
某
女
西
御方
聖
珍
法
親
王
不
詳
は
じ
め
広
義
門
院
(
藤
原
寧
子)
に
仕
え
る
(
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』)
。
後
伏
見
名
后
妃
の
列
位
階
呼
び
名
父
母
所生
の
皇
子
女
没
年
月
享
年
備
 
 
考
藤
原
寧
子
女
御
准
三
后従三位
父
 
左
大
臣
公
衡母 従一位前兼
子
花
園
天
皇
准
母量仁親王(光厳天皇)豊仁親王(光明天皇)景仁親王殉子内親王(新室町院) 皇女某
延
文
2
年閨7月
6
乾
元
元
年
正
月
21
日、
伏
見
院
の
猶
子
と
な
る。
嘉
元
4
年
4
月
15
日、
15歳で上皇宮に入る。延慶2年正月9日従三位に叙せられ、13日、准三宮となり同院号(広義門)。正和2年7月9日、皇子・量仁(光厳天)を産む。元亨年12月3日には皇子・豊仁(光明天)を建武3年2月5日、45歳で出家。
藤
原
某
女
従
三
位
対
御
方
父
 
権
大
納
言
実
明
尊
実
法
親
王尊省親王 皇女
応
安
5
年2月
藤
原
某
女
廊
御
方
父
 権
大
納
言実
明
皇
子皇女
不
詳
は
じ
め
宣
光
門
院
(
藤
原
実
子V
に
仕
え
る。
高
階
某
女
堀
河
局別当局
父
 
従
二
位
邦経
法
守
法
親
王
不
詳
某
女
尊
胤
法
親
王
不
詳
某
女
皇
女
不
詳
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主
要
女
房
表
後
深
草
朝
氏
名
官
名
位
階
呼
び
名
宮
仕
先
備
 
 
考
某
女
掌
侍
後
嵯
峨
院
寛
元
4
年
正
月
29
日
譲
位奉
仕
(
『
葉
黄
記
』)
。
同
年
正
月
29
日、
春
宮
受
禅、
後
嵯
峨
院
内
侍、
剣
璽
を
取
る(『資季卿記』)。
藤
原
佳
子
尚
侍
寛
元
4
年
正
月
7
日、
御
行
始
(
『
葉
黄
記
』)
。建長5年9月1日午刻、死去26歳(
『
一
代
要
記
』)。
藤
原
能
子
乳
母
大
納
言
二
品
後
嵯
峨
院
後
嵯
峨
天
皇
乳
母。寛元4年正月23日
定
頼
朝
臣
の
来
訪
を
受
け
る
(
『
葉黄
記
』)
。
同
年
2
月
1
日
院
旨
を
伝
え
る
(
『
岡
屋
関
白記』)。同年5月16日布施、20日八幡御幸に参仕、25日放生(『葉黄記』)。同年8月25日奉書を後嵯峨院司定嗣に送る(『葉黄記』)。宝治元年正月18日御使となり、4月17日、北野多宝塔を供養する(『葉黄記』)。同年7月23日、皇子(性助)降誕を内々に沙汰する『葉黄記』。
某
女
掌
侍
尾
張
内
侍
内
裏
寛
元
4
年
正
月
29
日、
春
宮
受
禅、
春
宮
内
侍、
剣
璽
を
取
る
(
『資
季
卿
記
』)
。
某
女
掌
侍
伊
予
内
侍
内
裏
寛
元
4
年
圧
月
29
日
譲
位
に
奉
仕
す
る
(
『
葉
黄
記
』)
。
同
年
3
月
10
日
奏
聞
(
『
吉
黄
記
』、
『
経
俊
卿
記
』)
。
建長2年秋、物のまね(『弁内侍日記』)。
某
女
宰
相
局
内
裏
雅
経
の
娘。寛元4年正
月
宣
旨
(
雅
経
女)
(
『
葉
黄
記
』)
。
藤
原
博
子
掌
侍
勾
当
内
侍刑部卿後坊門局
内
裏
藤
原
孝
時
の
娘。
琵
琶
の
名
手。
女
工
所
(
悠
紀
方)
の
内
侍。寛元4年5月20日余、閑院内裏連歌会(『弁侍記
』)
。
宝
治
3
年
正
月
1
日、
寅
時
四
方
拝
の
御供にあたる(『弁内侍日記』)。同年正月15、粥杖建長元2日閑院殿炎上(『弁内侍日記』)。建長2年秋、物のまね増鏡同10月3日鳥羽殿へ朝観の行幸。髪上げ内侍(『弁日記』)。建長3年6月28、閑院殿遷)後嵯峨院の宮に入り、覚助法親王五条(澤子内)、皇女を産む。
藤
原
近
子
典
侍
按
察
三
位按察典侍
内
裏
四
条
隆
衡
の
娘。寛元4年3月
1
日、
即
位
塞
帳
命
婦
に
奉
仕
(
左
)、
隆
衡
女
(
『
御
即
位
部
類
』。
『
女
王
部
類
記
』
で
は「右」)。閏4月2日、火災行幸に同輿(『葉黄記』年15内侍所御神楽参向する弁内侍日記』)。宝治3年正月1日、寅時四方舞の御供にあたる(『弁建長2秋物のまね(『弁内侍日記』)。康元年1月7豊明節会。出車、二左に乗増鏡では日)。
某
女
掌
侍
少
納
言
内
侍
内
裏
寛
元
4
年
12
月
15
日、
内
侍
所御
神
楽
に
参
向
す
る
(
『
弁
内
侍
日
記
』)
。
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後
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時
代
の
女
性
吉
子
女
王
内
裏
寛
元
4
年
3
月
H
日、
即
位
察
帳
命
婦
に
奉
仕
(
右)、
資
基
王
妹
(
『
御
即
位部
類
』、
『
吉
黄
記
』。
『
女
王
部
類記』では「左」)。
藤
原
栄
子
典
侍
従
二
位
内
裏
藤
原
隆
親
の
娘。
左
大
臣
実
雄
に
嫁
ぎ、
借
子
(
京
極
院)
を
産
む
(
『
続史
愚
抄
』)
。寛元4年3月1日即位塞帳命婦に奉仕する(『経俊卿記』)。 ↓主要女房表
(
伏
見
朝)
藤
原
某
女
弁
内
侍
内
裏
藤
原
信
実
の
娘。寛元4年正月29
日、
後
嵯
峨
天
皇
御
譲
位
(
『
弁
内
侍
日
記
』)
。
同
年
5
月
20
余
日、
閑
院内
裏
連
歌
会
(
『
弁内侍日記』)。同年7月、院乞巧箕(『弁816五節所にて御遊が催される、御留守にあた(『弁内侍日記』)。同年1月7吉田の使い立つ宝治元年百三十番歌合。宝27月5日首(『』)。同母の忌にて里侍る12月9日、仏名に参る(『弁内侍記』)。宝治3年正月15日粥杖()建長元47日、松尾の使いとなる(『弁内侍記』)。建長2年月5春同年8月15日、後嵯峨院少将内侍ともに阿弥陀仏連歌を行う(『弁日記』)。同秋物のまね(『弁内侍日記』、増鏡)。
藤
原
某
女
少
将
内
侍
内
裏
藤
原信
実
の
娘。
弁
内
侍
の
妹。
女
工
所
(
主
基
方)
の
内
侍。寛元4年月1日松尾使いに立つ(『弁内侍日記』)。同
年
5
月
20
日
余
り、
閑
院
内
裏
連
歌
会
(
『
弁
内侍日記』)。同年7月、院乞巧葵(『弁内1大嘗会後深草女房新拾遺集)。同年1月23日中宮御座所の淵酔(『弁内侍記』宝治元76除目あり(内日記』)。同年8月15日百韻連歌(筑波集)三十番合。宝治27首『首』)。宝治3年正月15日、粥杖(『弁内侍記建長28後嵯峨院ともに阿弥陀仏連歌を行う(『弁内侍日記』)。同年秋、物のまね増鏡10月3日鳥羽殿へ朝観幸。髪上げ内侍(『弁記』)。建長3年6月28日、閑院殿へ遷幸髪上の内侍(『弁日記』)。
某
女
内
裏
寛
元
4
年
12
月
1
日
臨
時
祭
(
『
弁
内
侍
日
記
』)
。同年12月5日、内侍所御神楽(『弁記
』)
。
藤
原
某
女
兵
衛
督
前
斎
宮
畷
子
藤
原
家
通
女
か。前斎宮畷子女房
(
寛
元
4
年)
(
『
民
経
記
』)
。
藤
原
某
女
兵
衛
督
内
裏
藤
原
家
通
の
孫
娘。宝治3年正月15日
、
粥
杖
(
『
弁
内
侍
日
記
』)
。
建
長
元
年
正
月
15
日
粥
杖
(
『
弁
内
侍
日
記
』)。
建
長
元
年
2月1日、常の御所に砥候する。閑院殿炎上(『弁内侍日記』)。建長2年秋物まね記』)。
某
女
小
宰
相
宣
陽
門
院
宣
陽
門
院
女
房、
鷹
司
院
御
出
家
を
伝
え
る
(
寛
元
4
年)
(
『
岡
屋
関
白
記
』)
。
某
女
典
侍
中
納
言
典
侍
内
裏
藤
原
実
家
の
娘。寛元4年8月16
日、
五
節
所
に
て
御
遊
が
催
さ
れ
る。
御
留
守
に
あ
た
る
(
『
弁
内
侍
日
記
』)
。
宝
治
3
年
正月1日、寅時四方拝の御供にあたる(『弁内侍記』)。同年正5粥杖建長2年秋、物のまね(『弁内侍日記』増鏡)。
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藤
原
某
女
典
侍
宮
内
卿
典
侍
内
裏
藤
原
顕
氏
の
娘。寛元4年8月16
日、
五
節
所
に
て
御
遊
が
催
さ
れ
る。
御
留
守
に
あ
た
る
(
『
弁
内
侍
日
記
』)
。
建
長
元
年
2月1日、常の御所に砥候する。閑院殿炎上(『弁内侍記』)。建長2年秋物まね記』)。建長3年秋、後嵯峨院御所で管絃講が行われる。箏を奏(『弁内侍日
某
女
小
宰
相
土
御
門
院
宝
治
元
年、
土
御
門
院
女
房
(
『
続
古
今
集
』)
。
某
女
越
前
嘉
陽
門
院
宝
治
元
年
百
三
十
番
歌
合、
嘉
陽
門
院女
房。
某
女
小
宰
相
承
明
門
院
宝
治
元
年
百
三
十
番
歌
合、
承
明
門
院女
房。
宝
治
2
年
7
月
25
日
百
首、
承
明
門
院
女
房
(
『
宝
治
百
首
』)
。
藤
原
某
女
按察
鷹
司
院
正
三
位
権
中
納
言
葉
室
定
嗣
の
妹。宝治2年正月18日百首和歌(『
葉
黄
記
』)
。
某
女
高
倉
安
嘉
門
院
親
儀
法
印
の
娘。宝治2年正月18
日
百
首
和
歌、
親
儀
法
印
女
(
『
葉
黄
記』
)
。
宝
治
2
年
7
月
25
日
百
首
安
嘉
門
院
女
房
(
『
宝治百首』)。
某
女
下
野
後
鳥
羽
院
宝
治
元
年
百
三
十
番
歌
合、
後
鳥
羽
院
女
房。宝治2年7月5日、祝部氏(『百首
』)
。
某
女
但
馬
藻
壁
門
院
宝
治
2
年
7
月
25
日、
百
首、
藻
壁
門
院
女
房
(
『
宝
治
百
首
』)
。
藤
原
某
女
典
侍
大
納
言
典
侍
内
裏
民
部
卿
為
家
の
娘。宝治2年10月日
、
紅
葉
御
覧
の
た
め
宇
治
御
幸
に
参
仕
す
る、
為
家
女
(
『
通
雅
公
記
』、
『
増
鏡
』)
。
源
親
子
乳
母
従
二
位
大
納
言口
二
品嵯峨二品
後
嵯
峨
院
源
通
親
の
娘。
後
嵯
峨
院
御
乳
母
(
『
尊
卑
分
脈
』)
。寛元4年正月15日、宰相典侍(平棟子)とも
に
兼
経
第
に
訪
問、
鷹
司
院
出
家
に
っ
い
て
話
合
う
(
『
岡屋関白記』)。同年2月1日、越前国について後嵯峨上皇の意向を伝える(『岡宝治0宇御幸参仕(通雅公建長元年2月14日、後嵯峨上皇親子第に御幸あり(『岡屋関白記』)。建長2年6月15日、北野の鐘を鋳造する(『百錬抄』)。3閏90日、兼経より書状が送られる(『岡屋関白記』)。建長6年7月24院御方違にて嵯峨二品亭御幸あり(『経俊卿記』)。正嘉元年3月日、出家(『百錬抄』)。同24逆修結願経俊卿記
某
女
采
女
播
磨
局
宝
治
2
年
1
月
8
日
以
降、
東寺
仲
綱
と
摂
津
垂
水
荘
の
公
文
職
を
相
論
(
『
東
寺
百
合
文
書
』)
。
藤
原
則
子
乳
母
従
三
位
範
兼
の
娘。
後
嵯
峨
院
の
乳
母
(
『
公
卿
補
任
』)
。
藤
原
某
女
鷹
司
院大
弐
安
喜
門
院
少
納
言
為
綱
の
娘、
源
信
基
朝
臣
に
嫁
ぐ
(
『
尊
卑
分
脈
』)
。
藤
原
某
女
鷹
司
院
御
匝
殿
鷹
司
院
内
大
臣
道
経
の
娘。
藤
原
季
子
従
二
位
南
御
方
大
宮
院
大
宮
院
女
房
(
『
尊
卑
分
脈
』
罵
 
↓
主
要
女
性
表
源
某
女
後
鳥
羽
院宮
内
卿
後
鳥
羽
院
左
京
権
大
夫
師
光
の
娘。
歌
人
(
『
尊
卑
分
脈
』)
。
大
中
臣
某
女
美
作
後
嵯
峨
院
院
女
房、
大
中
臣
能
隆
女
(
『
諸
家
系
図
纂
』)
。
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後
深
草
時
代
の
女
性
大
中
臣
某
女
新
少
納
言
後
嵯
峨
院
院
女
房、
大
中
臣
隆
通
女
(
『
諸
家
系
図纂
』)
。
藤
原某
女 ,
二
条
局
後
嵯
峨
院
大
炊
助
俊
盛
の
娘。
後
嵯
峨
の
後
宮
に
入
り、
建
長
元
年、
榿
子
内
親
王
を
産
む
(
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』)
。
某
女
美
濃
内
裏
宝
治
3
年
正
月
15
日
粥
杖
(
『
弁
内
侍
日
記
』)
。
某
女
宣
旨
内
裏
建
長
元
年
2
月
1
日、
閑
院
殿
炎
上
(
『
弁
内
侍
日
記
』)
。
藤
原
某
女
大
納
言
典
侍
内
裏
藤
原
隆
親
の
娘
(
『
増
鏡
』
で
は
「
隆
衡
の
女」
V
。建長2年秋、物のまね(『弁内侍日記』増
鏡
』)
。
藤
原
某
女
典
侍
大
納
言
隆
親
の
娘。建長8年4月2日
賀
茂
祭
典
侍
(
四
条
大
納
言
女
子)
(
『
経
俊
卿
記
』)
。
某
女
卿
局
後
嵯
峨
院
建
長
8
年
5
月
27
日
(
院
女
房)
(
『経
俊
卿
記
』)
。
同
年
6
月
2
日
(
院
女
房)
(
『
経
俊
卿
記
』)
。
同
年
6
月
10日(院女房)『経俊卿記』。
藤
原
某
女
少
納
言
藤
原
実
任
の
娘。康元年1月7
日、
豊
明
節
会。
出
車、
二
の
右
に
乗
車
(
『
増
鏡
』
で
は
12
月
17
旧)
。
藤
原
某
女
「
条
殿
藤
原
実
氏
の
娘。康元年1月7
日、
豊
明
節
会。
出
車、
一
の
左
に
乗
車
(
『
増
鏡
』
で
は
12
月
17
日)
。
同
日、
藤
原
公
子
の入内に奉仕する(『増鏡』)。
藤
原
某
女
二
条
殿
公
俊
の
娘。康元年1
月
17
日、
豊
明
節
会。
出
車、
一
の
右
に
乗
車
(
『
増
鏡
』
で
は
12
月
17
日)
。
某
女
按
察
殿
康
元
元
年
1
月
17
日、
藤
原
公
子
の
入
内
に
奉
仕
す
る
(
『増
鏡
』
で
は
12
月
17
日)。
某
女
中
納
言
康
元
元
年
1
月
17
日、
藤
原
公
子
の
入
内
に
奉
仕
す
る
(
『
増鏡
』
で
は
12
月
17
日)
。
某
女
民
部
卿
康
元
元
年
1
月
17
日、
豊
明
節
会。
出
車、
三
の
左
に
乗
車
(
『
増
鏡
』
で
は
12
月
17
日)
。
某
女
別
当
康
元
元
年
1
月
17
日
、
豊
明
節
会。
出
車
、
三
の
右
に
乗
車
(
『
増
鏡
』
で
は
12
月
17
日
)
。 臣
亀
山
朝氏
名
官
名
位
階
呼
び
名
宮
仕
先
備
 
 
考
藤
原
某
女
大
宮
殿
三
位
中将
実
平
の
娘。文応元年10月2日、
藤
原
倍
子
(
京
極
院)
入
内。
出
車、
一
の
左
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
藤
原
某
女
新
大
納
言
藤
原
為家
の
娘。文応元年10月2
日、
藤
原
倍
子
(
京
極
院)
入
内。
出
車、
二
の
左
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
り
 
某
女
雑
仕
青
柳
京
極
院
文
応
元
年
10
月
2
日、
藤
原
倍
子
(
京
極
院)
入
内。
倍
子
の
雑
仕
と
な
る
(
『
増
鏡
』)
。
某
女
雑
仕
梅
が
枝
京
極
院
文
応
元
年
10
月
2
日、
藤
原
倍
子
(
京
極
院)
入
内。
倍
子
の
雑
仕
と
な
る
(
『
増
鏡
』)
。
某
女
雑
仕
高
砂
京
極
院
文
応
元
年
10
月
2
日、
藤
原
倍
子
(
京
極
院)
入
内。
倍
子
の
雑
仕
と
な
る
(
『
増
鏡
』)
。
某
女
雑
仕
貫
川
京
極
院
文
応
元
年
10
月
2
日、
藤
原
倍
子
(
京
極
院)
入
内。
信
子
の
雑
仕
と
な
る
(
『
増
鏡
』)
。
 
↓
歴
代
后
妃
表
(
亀山)
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某
女
掌
侍
勾
当
内
侍
内
裏
通
行
の
室
と
な
る。弘長2年10月6日
所
生
の
通
行
男、
出
家
(
『
経
俊
卿
記
』)。
文
永
10
年
10
月
20
日、
里
へ
出
る
(
『
増
鏡
』)
。
某
女
刑
部
卿
の
君
内
裏
文
永
2
年
9
月
13
日、
亀
山
殿
御
歌
合
(
『
増
鏡
』
で
は
弘
長
3
年
の
こ
と
と
す
る)
。
披
講
の
後
の
御
遊
で、
藤原倍子(東の御方)と箏を奏でる『増鏡』。
某
女
掌
侍
少
納
言
内
侍
内
裏
文
永
4
年
4
月
3
日、
平
野
臨
時
祭
(
『
吉
続
記
』)
。
某
女
典
侍
別
当
典
侍
内
裏
文
永
5
年
6
月
23
日
頓
死
(
禁
裏
女
房)
(
『
吉
続
記
』)
。
藤
原
為
子
典
侍
従
五
位
下
内
裏
文
永
10
年
4
月
13
日
典
侍
に
任
じ
ら
れ
る
(
『吉
続
記
』)
。
後
宇
多
朝
氏
名
官
名
位
階
呼
び
名
宮
仕
先
備
 
 
考
藤
原
某
女
乳
母
内
裏
内
大
臣
公
親
の
娘。文永1年正月26日
、
後
宇
多
践
詐
に
奉
仕
す
る
(
『
増
鏡
』)。
源
某
女
二
条
後
深
草
院
大
納
言
雅
忠
の
娘。建治元年10月ころ
、
亀
山
殿
御
幸
に
奉
仕
す
る。
「
な
に
が
し
の
大
納
言
の
女」
(
『
増
鏡
』)
。
弘
安
元
年
3
月、亀山院の持明殿御幸に奉仕する。「上膜だつ大おとゴ孫」(『増鏡』)。 ↓主要女房表伏見朝
某
女
別
当
君
弘
安
元
年
3
月、
亀
山
院
の
持
明
院
殿
御
幸
に
奉
仕
す
る
(
『
増鏡
』)
。
仲
子
典
侍
従
五
位
下
内
裏
弘
安
2
年
4
月
6
日
典
侍
仲
子、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
(
『
吉
続
記
』)
。
某
女
典
侍
帥
典
侍
弘
安
3
年
5
月
13
日、
新
陽
明
門
院
の
沙
汰
に
よ
り
御
逆
修
七
々
日。
(
『
勘
仲
記
』)
藤
原
経
子
掌
侍
新
内
侍中務内侍
東
宮
・
煕
仁
従
三
位永
経
の
娘。弘安3年伏見殿御
臓
法
の
御
供
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
弘
安
7
年
7
月
5
日、
北
山
殿
行
啓
に
御
供
を
す
る(『中務内侍日記』)。弘安10年月日ころ、初瀬へ向けて出発し20日ころ帰京する(『務内侍日記』)。 ↓主要女房表(伏見朝
某
女
左
衛
門
督
の
殿
東
宮
・
煕
仁
弘
安
3
年
伏
見
殿
御
臓
法
の
御
供
(
『
中
務内
侍
日
記
』)
。
某
女
内
侍
殿
東
宮
・
煕
仁
弘
安
3
年
伏
見
殿
御
臓
法
の
御
供
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
藤
原
某
女
宰
相
殿
後
深
草
院東宮・煕仁
左
中
将
藤
原
親
忠
(
本、
経
忠)
の
娘。
後
深
草
院
宰
相
(
『
尊
卑
分
脈
』)
。弘安3年伏見殿御臓法の供(『中務内侍日記』)。87月
5
日、
北
山
殿
行
啓
に
御
供
を
す
る(『中務内侍日記』)。弘安9年4月25日ころ、御所を退出して里にく(『中務内侍記』)。 ↓主要女房表(伏見朝)「新宰相扁
藤
原
某
女
宮
内
卿
東
宮
・
煕
仁
藤
原
季
範
の
娘。弘安3年伏見殿
御
俄
法
の
御
供
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
弘
安
8
年
7
月
5
日、
北
山
殿
行
啓
に
御
供
を
す
る(『中務内侍日記』)。 ↓主要女房表伏見朝
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後
深
草
時
代
の
女
性
藤
原
光
子
三
品
従
三
位
基
光
の
娘。弘安4年月20日賀茂
祭
女
使
(
『
勘
仲
記
』)
。
某
女
三
位
殿
御
局
東
宮
・
煕
仁
弘
安
5
年
4
月
17
日、
嵯
峨
殿
の
御
留
守。
御
供
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
某
女
大
納
言
殿
東
宮
・
煕
仁
弘
安
5
年
4
月
17
日、
嵯
峨
殿
の
御
留
守。
御
供
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
弘
安
7
年
3
月
17
日、
嵯
峨
殿
の
御留守に御遊あり。供をする(『中務内侍日記』)。弘安8年7月5日、北山殿行啓
某
女
別
当
殿
東
宮
・
煕
仁
弘
安
5
年
4
月
17
日、
嵯
峨
殿
の
御
留
守。
御
供
(
『
中
務内
侍
日
記
』)
。
某
女
典
侍
侍
従
三
位
雅
有
の
娘。弘安6年4月25日賀
茂
祭
女
使
(
『
勘
仲
記
』)
。
某
女
按
察
局
今
出
河
院
弘
安
6
年
8
月
13
日
(
今
出
河
院
女
房)
(
『
公
衡
公
記
』)
。
藤
原
某
女
大
納
言
局
今
出
河
院
藤
原
(
京
極)
為
教
の
娘。
今
出
河
院
女
房。弘安6年8月13日今出川院御家に所役
。
近
日
出
家
(
『
公
衡
公
記
』)
。
某
女
右
衛
門
督
局
今
出
河
院
弘
安
6
年
8
月
13
日
今
出
川
院
御
出
家
に
伴
い
出
家。
(
『
公
衡
公
記
』)
。
某
女
侍
従
局
今
出
河
院
安
芸
守
季
衡
の
娘。弘安6年8月13日
今
出
川
院
御
出
家
に
伴
い
出
家
す
る
(
『
公
衡
公
記』
)。
某
女
新
大
納
言
局
弘
安
6
年
10
月
15
日
矢
野
庄
を
拝
領
す
る
(
『
勘
仲
記
』)
。
某
女
中
納
言
典
侍
新
陽
明
門
院
太
宰
権
帥
経
任
の
娘。新陽明門院寵人。弘
安
7
年
2
月
3
日、
新
院
が
密
か
に
靡
殿
に
幸
せ
ら
れ
る
時、
中
納
言
典
侍
が
ご
覧
に
なって新しく宿盧を造られた(『続史愚抄』、勘仲記)。
某
女
弁
内
侍
弘
安
7
年
2
月
5
日、
春
日
祭
女
使
(
『
勘
仲
記
』)
。
某
女
対
の
御
方
東
宮
・
煕
仁
弘
安
7
年
3
月
17
日、
嵯
峨
殿
の
御
留
守
に
御
遊
あ
り
。
御
供
を
す
る
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
某
女
冷
泉
殿
東
宮
・
煕
仁
弘
安
7
年
3
月
17
日、
嵯
峨
殿
の
御
留
守
に
御
遊
あ
り。
御
供
を
す
る
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
源
親
子
権
大
納
言
殿
東
宮
・
煕
仁
源
具
氏
の
娘。弘安8年7月
5
日、
北
山
殿
行
啓
に
御
供
を
す
る
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
↓
歴
代
后
妃
表
(
伏
見)
・
主
要
女房表(伏見朝)
某
女
大
蔵
局
東
宮
・
煕
仁
弘
安
7
年
7
月
9
日、
経
頼
朝
臣
と
四
条
屋
地
相
論
の
こ
と
あ
り
(
『
勘
仲
記
』)
。
藤
原
某
女
乳
母
按
察
二
品
亀
山
院
亀
山
院
乳
母。弘安7年春、
死
去
(
『
増
鏡
』)
。
弘
安
7
年
8
月
14
日
亀
山
上
皇
の
御
幸
あ
り
(
『
勘
仲
記
』)
。
弘
安
9
年
閏
12月12日一周忌(『続史愚抄』)。 ↓主要女房表後伏見朝
某
女
右
衛
門
督
弘
安
8
年
2
月、
北
山
准
后
貞
子
の
九
十
賀
で
箏
を
奏
で
る
(
『
増
鏡
』)
。
藤
原資
子
典
侍
範
長
朝
臣
の
娘。
民
部
卿
資
宣
の
猶
子。弘安9年4月13日賀茂祭の女使とな
る
(
『
勘
仲
記
』)。
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口
子
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一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
弘
安
9
年
5
月
20
日、
皇
太
子
(
伏
見)
、
秘曲
伝
授
の
こ
と
あ
り。
楽
曲
伺
候
(
『
後
深
草
院
御
記
』)
。
伏
見
朝氏
名
官
名
位
階
呼
び
名
宮
仕
先
備
 
 
考
藤
原
親
子
典
侍
従
五
位
下
内
裏
左
兵
衛
督
の
娘。弘安10年4月
25
日、
賀
茂
祭
の
女
使
と
な
る
(
『
勘
仲
記
』)
。
弘
安
1
年
4
月
13
日、
女
官
除
目
(
『
勘
仲記』)。
某
女
高
内
侍
弘
安
10
年
10
月
21
日
後
宇
多
譲
位
に
剣
に
侍
す
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)。
藤
原
某
女
少
将
内
侍
内
裏
輔
益
の
娘
。弘安10年
月
21
日
後
宇
多
譲
位
に
璽
に
侍
す
(
『
後
深
草
院
御
記
』、
『
伏
見
天
皇
展
記
』、
『
中
務
内
侍
日
記
』)。同年12月5日、北山殿御方違の行幸始(『中務内侍記』)。正応元3即位雇従輔益女後深草院日同年10月2日、御襖の義行幸出内侍となって剣璽の役に奉仕する(『中務内侍日記』)。同年H月2日、廻立殿の行幸に参る(『中務内侍日記』)。年1月28日剣を取る(『伏見天皇展記』)。正応6璽に侍す震5内所供神物(『伏見天皇震』)。
某
女
典
侍
大
納
言
典
侍
弘
安
10
年
10
月
21
日
後
宇
多
譲
位
に
所
役
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
源
親
子
典
侍
権
大
納
言
典
侍
内
裏
弘
安
10
年
12
月
25
日、
北
山
殿
御
方
違
の
行
幸
始
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
正
応
2
年
3
月
1
日、
内
侍
所
神
楽(『伏見天皇震記』)。正応3年月9日夜、浅原為頼事件(『増鏡』)。 ー歴代后妃表伏見)・主要女房表(後宇多朝)
高
階
典
子
掌
侍
勾
当
内
侍
内
裏
弘
安
10
年
10
月
21
日、
後
宇
多
天
皇
譲
位、
左
よ
り
御
剣
を
と
る
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
同
年
1
月
9
日、
春日祭の内侍使となる(『中務記』)。同年12月5、北山殿御方違行幸始記』)。正応元年3月日(『後深草院御同102、大嘗会襖の行幸に女工所内侍悠紀として乗馬で供奉(中務内同年3月15日即位剣璽奉仕(『後深草院御記』)。正応2年月1日内侍所御供(『伏見天皇震記』)。正37白馬節会に奉仕する皇農記』)。
藤
原
永
子
典
侍
内
裏
弘
安
10
年
12
月
10
日、
典
侍
に
任
じ
ら
れ
る
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
藤
原
経
子
掌
侍
新
内
侍中務内侍
内
裏
弘
安
10
年
12
月
10
日
掌
侍
に
任
ぜ
ら
る
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
同
年
12
月
25
日、
北
山
殿
御
方
違
の
行
幸
始(『中務内侍日記』)。弘安H年2月5日、春祭の内侍使となる(『中務内日記』)。正応元年3月15日即位剣璽に奉仕(『後深草院御記』)。同年02、大嘗会襖の行幸女工所内侍主基)として乗馬で供奉(『中務内侍日記』。正応3年月9夜、浅原為頼事件増鏡52まは裏の局住みを出仕いた↓主要女房表(後宇多朝) 1
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後
深
草
時
代
の
女
性
源
師
子
典
侍
従
一
位
内
裏
源
顕
房
の
娘。
母
は
権
中
納
言
源
隆
俊
女。
藤
原
忠
実
の
室
と
な
る
(
『
尊
卑
分
脈
』)
。弘安10年2月日典侍に任じられる(『伏見天皇震記』)。
菅
原
是
子
掌
侍
内
裏
弘
安
10
年
12
月
10
日
掌
侍
に
任
じ
ら
れ
る
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
藤
原
娼
子
掌
侍
少
輔
内
侍
内
裏
範
忠
の
娘。弘安10年2
月
10
日
掌
侍
に
任
じ
ら
れ
る
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
弘
安
1
年
2
月
28
日
御
幣
を
取
る。
今
夜
から3日間、内侍所に参る(『伏見天皇震記』)。同年月15即位雇従範忠女後深草記)。同年10月2日、御襖の義行幸。出内侍となって剣璽役に奉仕する(『中務日記』)。同年1月28日剣璽を取る(『伏見天皇震正応三持つ農記』)。正応5年月7日陪膳(『伏見天皇震
某
女
按
察
殿
内
裏
弘
安
10
年
12
月
25
日、
北
山
殿
御
方
違
の
行
幸
始
(
『
中務
内
侍
日
記
』)
。
某
女
伯
者
殿
内
裏
弘
安
10
年
12
月
25
日、
北
山
殿
御
方
違
の
行
幸
始
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
某
女
冷
泉
局
新
陽
明
門
院
弘
安
1
年
正
月
5
日、
新
陽
明
門
院
(
藤
原
位
子)
御
所
で
西
園
寺
公
衡
の
訪
問
を
受
け
る
(
『
公
衡
公
記
』)
。
藤
原
行
子
従
二
位
按
察
局
内
裏
弘
安
1
年
正
月
14
日
後
深
草
上
皇
祇
候
の
藤
原
相
子
着
帯
の
御
喫
に
所
役
(
『
公
衡
公
記
』)
。
永
仁
2
年
正
月
8日女叙位(『勘仲記』)。同年2月1、前関白師忠が春社に詣でる時奏慶続史愚抄永仁2年5月8日、兼仲卿と箕面山へ向かう(内裏女房)『勘記』。
藤
原
成
子
従
五
位
弘
安
1
年
4
月
13
日
女
官
除
目
(
『
勘仲
記
』)
。
藤
原
識
子
従
三
位
内
裏
藤
原
隆
親
の
娘。弘安1年4月3
日
女
官
除
目
(
従
三
位)
(
『
勘
仲
記
』)
。
正
応
元
年
3
月
15
日
即
位
塞
帳
に
奉
仕
す
る
(
『
後
深草院御記』)。
平
昌
子
蔵
人
従
五
位
下
弘
安
H
年
4
月
13
日、
女
官除
昌
(
『
勘
仲
記
』)
。
藤
原
頼
子
従
五
位
下
弘
安
1
年
4
月
13
日、
女
官
除
目
(
『
勘
仲
記
』)
。
平
周
子
従
五
位
下
弘
安
1
年
4
月
13
日、
女
官除
目
(
『
勘
仲
記
』)
。
中
原
康
子
従
五
位
下
弘
安
1
年
4
月
13
日、
女
官除
目
(
『
勘
仲
記
』)
。
三
善
衡
子
従
五
位
下
弘
安
1
年
4
月
13
日、
女
官
除
目
(
『
勘
仲
記
』)
。
藤
原
氏
子
采
女
従
五
位
下
弘
安
H
年
4
月
13
日、
女
官
除
目
(
『
勘
仲
記
』)
。
平
直
子
従
五
位
下
弘
安
1
年
4
月
13
日、
女
官除
目
(
『
勘
仲
記
』)
。
源
顕
子
従
二
位
二
位
殿
西
園
寺
実
兼
に
嫁
ぎ、
公
衡
を
産
む。
『
尊
卑
分
脈
』
で
は
「
従
一
位」。弘安1年4月3日、女官除目(『勘仲記』)。正応元年6月14日、今出川の西園寺第(源顕子実家)へ向か
う
(
『
増
鏡
』)
。
登
子
女
王
典
侍
従
四
位
下
内
裏
資
基
王
の
娘
(
『
尊
卑
分
脈
』)
。弘安1年4月3日女官除目
に
お
い
て
典
侍、
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
る
(
『
勘仲
記
』)。正応元年3月15日塞帳女王(『伏見天皇震記』、中務内侍)。
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某
女
宣
旨
局
内
裏
正
応
元
年
正
月
2
日
陪
膳
に
侍
す
(
『
伏
見
天
皇
農
記
』)
。
藤
原
栄
子
典
侍
従
二
位
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日
即
位
塞
帳
に
奉
仕
す
る
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
 
↓
主
要
女
房
表
(
後
深
草
朝)
口
子
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
『
後
深
草
院
御
記
』)
。
業
子
女
王
内
裏
仲
資
王
(
本
名
 顕
順)
の
娘
(
『
尊
卑
分
脈』
)
。正応元年3月15日、即位左塞帳奉仕(資緒
王
女)
(
『
後
深
草
院
御
記
』、
『
勘
仲
記
』)
。
某
女
命
婦
伯
脅
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
御
前
命
婦)
(
『
後
深
草
院
御
記』
。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
は
㌧
木」
の名前で「威儀命婦」)。正応元年10月2日、大嘗会御喫の行幸に供奉(『中務内侍記』は㌧木」)。
某
女
命
婦
讃
岐
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
御
前命
婦)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
威
儀
命
婦」
)
。
某
女
命
婦
備
前
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
御
前
命
婦)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
威
儀
命
婦」
)
。正応元年10月2日、大嘗会御襖の行幸に供奉(『中務内侍記』)。
某
女
命
婦
玉
垣
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
御
前
命
婦)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
威
儀
命
婦」
)。
某
女
命
婦蔵人
御
阿
礼
野
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
威
儀
命
婦)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
御前
命
婦」
)
。正応元年10月2日、大嘗会御喫の行幸に供奉(『中務内侍記』)。
某
女
命
婦
伊
豆
奴
支
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
威
儀
命
婦)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
御前
命
婦」)
。
某
女
命
婦
宮
人
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
威
儀
命
婦)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
御
前
命
婦」)
。
某
女
命
婦
石
川
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日、
即
位
奉
仕
(
威
儀
命
婦)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
御前
命
婦」)
。
某
女
左
衛
督
内
裏
隆
盛
の
娘。正応元年3
月
15
日、
即
位
属
従
(
隆
盛
女)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
右
衛
門
督
殿」)
。
某
女
新
右
兵
衛
督
内
裏
公
光
の
娘。正応元年3
月
15
日、
即
位
雇
従
(
公
光
女)
(
『
後
深
草
院
御
記
』。
『
中
務
内
侍
日
記
』
で
は
「
新
左
衛
門
督殿」)。
藤
原
某
女
新
宰
相
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日
即
位
屋
従
(
経忠
女)
(
『
後
深
草
院
御
記
』)
。
↓
主
要
女
房
表
(
後
宇
多
朝)
藤
原
某
女
宮
内
卿
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日
即
位
麗
従
(
『
後
深
草
院
御
記
』、
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
↓
主
要
女
房
表
(
後
宇
多
朝)
某
女
治
部
卿
殿
内
裏
正
応
元
年
3
月
15
日
即
位
雇
従
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
源
某
女
一
条
殿
内
大
臣
通
成
の
娘。
従
一
位
源
顕
子
の
妹。正応元年6月2日、藤原鐘子(永福門
院)
の
入
内。
出
車、
一
の
左
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
藤
原
某
女
二
条
殿
宰相
中
将
実
顕
の
娘。
実
兼
の
猶
子
と
な
る。正応元年6月2日、藤原鐘子(永福門院
)
の
入
内。
出
車、
一
の
右
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
源
某
女
三
条
正
応
元
年
6
月
2
日、
藤
原
鐘
子
(
永
福
門
院)
の
入
内。
出
車、
二
の
左
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
大
納
言
雅忠
の娘「二条」と同一人物。 ↓主要女房表(後宇多朝)
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後
深
草
時
代
の
女
性
源
某
女
近
衛
殿
大
納
言雅
家
の
娘
。正応元年6月2日
、
藤
原
鏡
子
(
永
福
門
院)
の
入
内。
出
車、
二
の
右
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
藤
原
某
女
大
納
言
の
君
室
町
宰相
中
将
公
重
の
娘。正応元年6月2日藤
原
鐘
子
(
永
福
門
院)
の
入
内。
出
車、
三
の
左
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
藤
原
某
女
新
大
納
言
三
位
中
将
兼
行
の
娘正応元年6月2ロ
藤
原
鐘
子
(
永
福
門
院)
の
入
内。
出
車、
三
の
右
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
藤
原
某
女
宰
相
の
君
坊
門
三
位
基
輔
の
娘正応元年6月2日
藤
原
鐘
子
(
永
福
門
院)
の
入
内。
出
車、
四
の
左
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
藤
原
某
女
治
部
卿兼
倫
三
位
の
娘。正応元年6月2日
藤
原
鏡
子
(
永
福
門
院)
の
入
内。
出
車、
四
の
右
に
乗
車
(
『
増
鏡
』)
。
某
女
御
代
一
位
内
裏
正
応
元
年
10
月
21
日
大
嘗
会
御
喫
行
幸
(
『
続
史
愚
抄
』)
。
某
女
命
婦
淡
路
内
裏
正
応
元
年
10
月
21
日
大
嘗
会
御
喫
の
行
幸
に
供
奉
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
某
女
命
婦
肥
前
内
裏
正
応
元
年
10
月
21
日
大
嘗
会
御
襖
の
行
幸
に
供
奉
(
『
中務
内
侍
日
記
』)
某
女
蔵
人
す
む
っ
る
内
裏
正
応
元
年
10
月
21
日
大
嘗
会
御
喫
の
行
幸
に
供
奉
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
某
女
采
女
得
選
を
と
ら
ぬ
内
裏
正
応
元
年
1
月
12
日
主
基
の
女
工
所
に
奉
仕す
る
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
某
女
采
女
得
選
お
と
》
い
内
裏
正
応
元
年
1
月
12
日、
主
基
の
女
工
所
に
奉
仕
す
る
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
三
善
某
女
播
磨
内
侍
中
宮
・
鐘
子(永福門院)東宮・胤仁 内裏
三
善
俊
衡
の
娘。正応元年1月28
日
剣
璽
を
取
る
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
正
応
2
年
4
月
25
日
春
宮
内
侍
と
な
る
(
中
宮
女
房、俊衡女)(『公記』。同年12月6日剣璽に侍す伏見天皇震正応3を持っ(『伏見天皇農記』)。正応5年月1日陪膳震
某
女
新
大
納
言
局
今
出
河
院
公
行
の
娘。正応2年
月
2
日、
亀
山
上
皇
御
所
禅
林
寺
殿
に
て
所
役
(
『
公
衡
公
記
』)
。
正
応
2
年
正
月
2
日
伺
候
(
中
宮女房)(『公衡記』。
藤
原
某
女
藤
大
納
言
藤
原
(
京
極)
為
教
の
娘。正応2年月17日、和歌
御
会。
同
年
4
月
25
日
(
中
宮
女
房)
(
『
公
衡
公
記
』)
。
源
某
女
典
侍
権
大
納
言
典
侍
内
裏
北
畠
師
親
の
娘。正応2年月17
日、
和
歌
御
会
(
『
公
衡
公
記
』)
。
某
女
命
婦
参
河
中
宮
・
鐘
子(永福門院)
有
光
の
娘。正応2年4
月
24
日
賀
茂
祭
女
使
(
中宮
女
房)
(
『
公
衡
公
記
』)
。
某
女
蔵
人
中
宮
・
鐘
子(永福門院)
時
景
の
娘
。正応2年4
月
24
日
賀
茂
祭
女
使
(
中宮
女
房)
(
『
公
衡
公
記
』)
。
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源
某
女
源
大
納
言
中
宮
・
鐘
子(永福門院)
雅家
の
娘。正応2年4
月
25
日
(
中宮
女
房)
(
『
公
衡
公
記
』)
。
某
女
別
当
中
官
・
鐘
子(永福門院)
藤
原
親
朝
の
娘。正応2年4月5
日
(
中
宮
女
房)
(
『
公
衡
公
記
』)。
某
女
伊
予
中
宮
・
鐘
子(永福門院)
基
広
の
娘。正応2年4
月
25
日
台
盤
所
別
当
(
中
宮
女
房、
基
広
女)
(
『
公
衡
公
記
』)
。
正
応
5
年
正
月
1
日
陪
膳
役
送(『伏見天皇震記』)。
某
女
宮
内
卿
東
宮
・
胤
仁
正
応
2
年
4
月
27
日
(
春
宮
女
房)
(
『
公
衡
公
記
』)
。
藤
原
某
女
御
匝
殿
内
裏
花
山
院内
大
臣
師
継
の
娘。正応3年月1日、元
の
節
会
に
奉
仕
す
る
(
『
増
鏡』
)
。
某
女
や
す
よ
内
裏
正
応
3
年
3
月
9
日
夜、
浅
原
為
頼
事
件
(
『
中
務
内
侍
日
記
』)
。
某
女
典
侍
権
中
納
言
典
侍
内
裏
正
応
5
年
正
月
1
日
陪
膳
(
『
伏
見
天
皇
震
記
』)
。
某
女
美
濃
内
裏
正
応
5
年
正
月
1
日
陪
膳
役
送
(
『伏
見
天
皇
震
記
』)。1
某
女
新
准
后
東
二
条
院
永
仁
元
年
6
月
7
日
東
二
条
院
(
藤
原
公
子)
出
家
に
指
燭
を
指
す
(
『
公
衡
公
記
』)
。
某
女
冷
泉
局
公
泰
の
娘。永仁元年6
月
7
日
東
二
条
院
(
藤
原
公
子
)
出
家
に
所
役
(
公
泰
女)
(
『
公
衡
公
記
』)
。
藤
原
某
女
御
五
東
二
条
院
藤
原
実
平
の
娘。永仁元年6月7
日
東
二
条
院
(
藤
原
公
子)
出
家
に
所
役
(
『
公
衡
公
記
』)
。
藤
原
仲
子
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
賀
茂
氏
子
蔵
人
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘
仲
記
』)
。
藤
原
朝
子
従
「
位
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
藤
原
朝
子
掌
侍
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘
仲
記
』)
。
平
春
子
采
女
従
五
位
上
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
源
満
子
命
婦
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘
仲
記
』)
。
紀
清
子
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
藤
原
清
子
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
橘
以
子
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
藤
原
景
子
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 1
和
気
晴
子
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘
仲
記
』)
。
中
原
村
子
女
史
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
源
黒
子
水
取
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
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後
深
草
時
代
の
女
性
橘
次
子
掌縫
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘仲
記
』)
。
藤
原
油
子
女
嬬
従
五
位
下
永
仁
2
年
正
月
8
日
女
叙
位
(
『
勘
仲
記
』)
。
某
女
帥
局
内
裏
永
仁
2
年
5
月
8
日、
兼
仲
卿
の
箕
面
寺
参
詣
に
従
う
(
『
勘
仲
記
』)
。
某
女
二
品
局
内
裏
永
仁
2
年
5
月
8
日、
兼
仲
卿
の
箕
面
寺
参
詣
に
従
う
(
『
勘
仲
記
』)
。
後
伏
見
朝
氏
名
官
名
位
階
呼
び
名
宮
仕先
備
 
 
考
藤
原
某
女
典
侍
御
乳
母
藤
中
納
言
俊
光
の
娘。永仁6年10月3日、塞帳右
典
侍
某
子
(
『
続
史
愚
抄
』)
。
某
女
少
納
言
局
永
仁
6
年
1
月
26
日
伏
見
院
御
所
密
々
宴
に
箏
を
弾
く
(
『
公
衡
公
記
』)
。
某
女
治
部
卿
局
永
仁
6
年
1
月
26
日
伏
見
院
御
所
密
々
宴
に
箏
を
弾
く
(
『
公
衡
公
記
』)
。
源
某
女
内
大
臣
具
守
の
娘
(
実
父
は
左
衛
門
督
具
俊
)
。永仁6年10月25日、大嘗祭御襖で女代
と
な
る
(
『
続
史
愚
抄
』)
。
四
 
主
要
女
性
表
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氏
名
位
階
呼
び
名
備
 
 
考
藤
原
仁
子
従
一
位
靡
殿
藤
原道
家
の
娘、
兼
経
の
室。
内
大
臣
正
二
位
基
平、
権
僧
正
信
昭
を
産
む
(
『
帝
王
編
年
記
』)
。寛元4年正月3日、夫兼経と歯固(『岡屋関白記』)。同5娘もに河臨
祓
を
す
る
(
『
岡
屋
関
白
記
』)
。
同
年
正
月
1日、四条第に方違をする(『岡屋関白記』)。同年正月17春行幸夫兼経と見物)25春日社に参籠し、12日晩に帰洛する(『岡屋関白記』)。同年4月13夫兼経とも万里小路第方違をする(『岡屋関白記』)。同年4月20日、南都下向のため大宮第にかい翌長谷寺参籠し閏9帰洛する(『岡屋この頃懐妊する(『岡屋関白記』)。同年6月19日、着帯26日より御産ため祈祷が始ま記』)。同年10月日男子を産む(『葉黄記』)。宝治元正26、兼経参内見物する摂関詔宣下類聚)17御産(殿下北政所)『経俊卿記』。宝治2年1月4日、千度祓岡屋関白建長元正3男子をむ白記』)。建長2年6月日、春社に参籠し30日には長谷寺参る(『岡屋関白記』)。同104従一位叙せられる(『岡屋関白記』)。建長3年7月19日、夫兼経ともに宇治向かう同8左大臣平に武蔵の原別業向かう(『岡屋関白記』)。
藤
原
某
女
藤
原
実
基
の
娘。寛元4年10月2
日、
大
嘗
会
御
瑛
の
女
御
代
(
『
百
錬
抄
』)
。
藤
原
某
女
権
中
納
言
光
雅
の
娘。
右
大
臣
師
経
の
室
と
な
り、
定
嗣
を
産
む
(
『
尊
卑
分
脈』
)
。寛元4年1月6日、師経室他界(『葉黄記』)。
藤
原
某
女
藤
原
俊
成
の
娘。宝治元年百三十
番
歌
合
。
宝
治
2
年
正
月
18
日
百
首
和
歌
(
『
葉
黄
記
』)
。
同
年
7
月
25
日
百
首
(
『
宝
治
百
首
』)
。
北
条
某
女
北
条
泰
時
女。
将
軍
藤
原
頼
嗣
室。宝治元年5月13日死去(『百錬
抄
』)
。
西
蓮
源
通
光
後
室。
出
家
し
て
西
蓮
と
号
す。宝治2年5月7日源通忠と遺跡相論
の
こ
と
あ
り
(
『
百
錬
抄
』)
。
藤
原
原
子
従
二
位
椎
野
禅
尼
宝
治
2
年
12
月
1
日、
前
関
白
良
実
の
息道
玄、
出
家
す
る
(
『
門
葉
記
』)
。
藤
原
淑
子
准
后従一位
西
園
寺
公
経
女。
藤
原
道
家
室。建長3年1月4日死去(『百
錬
抄
』)
。
某
女
大
北
政
所
少
将
通
能
朝
臣
の
娘。
深
心
院
関
白
基
平
に
嫁
ぎ、
位
子
(新
陽
明
門
院)
を
産
む。弘安3年4月20日、逆修始まる(『続史愚抄』)。659春
社
に
詣
で
る
(
『
続
史
愚
抄
』)
。
藤
原
教
子
太
秦
禅
尼
太
政
大
臣
公
相
の
室。
今
出
川
院
嬉
子
の
養
母。弘安6年8月13日、十三遠忌(『公衡
記
』)
。
藤
原
貞
子
准
后従一位
今
林
准
后北山准后
大
納
言
隆
衡
の
娘。
太
政大
臣
西
園
寺
実
氏
に
嫁
ぎ、
姑
子
(
大
宮
院)、
公
子
(
東
二
条
院)
を
産
む。弘安8年2月、北山第にて准后の九十賀が催される(『続史愚抄』増鏡)。
某
女
長
橋
妻。弘安10年
1
月
26
日、
関
東
よ
り
金
姻
両、
絹
綿
等。
(
長
橋妻
に
従
い、
蔵
人
藤
原
説
春
取
り
入
る
と
云
う)
(
『
続
史
愚
抄
』)
。
中
原
某
女
中
原
師
朝
の
娘。弘安1年正月3
日
(
公
衡
祖
母)
(
『
公
衡
公
記
』)
藤
原
某
女
禅
尼
宇
都
宮
頼
綱
の
娘。
内
大
臣
通
成
の
室
と
な
り、
通
頼
を
産
む
(
『
尊
卑
分
脈
』、
『
公
衡
公
記
』)
。
弘
安
1
年
正
月
3
日、
公
衡
の
訪
問
を
受
け
る(『公衡記』)。
源
某
女
堀
河
具
守
の
娘。
源
基
子
の
妹。
正
安
3
年
10
月
28
日
御
襖。
女
御
代
を
務
め
る
(
『
増
鏡
』)
。
某
女
左
馬
頭
光
保
の
娘。公衡家の女房。乾
元
元
年
正
月
20
日、
娘
寧
子
が
伏
見
院
猶
子
と
な
る
(
『
続史
愚
抄
』)
。
藤
原藏
子
従
三
位
『
尊
卑
分
脈
』
で
は
「
蔵
子」
、
『女
院
小
伝
』
で
は
「
減
子」
。
大
納
言
隆
房
の
娘。
左
大
臣
実
雄
に
嫁
ぎ、
惜
子
(
玄
輝
門
院)
を
産
む。嘉元2年5月7日、死去(『続史愚抄』)。
藤
原
漉
子
四
条
隆
衡
女。左大臣従一位
藤
原
道
良
を
産
む
(
『
帝
王
編
年
記
』)
。
某
女
通
能
の
娘。
信
子
の
母
(
『続
史
愚
抄
』)
。
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後
深
草
時
代
の
女
性
某
女
長
雅
の
娘。出家(『一
代
要
記
』)
某
女
准
后
相
公
の
娘。嬢子内親王
の
母
(
『帝
王
編
年
記
』)
。
藤
原
某
女
猪
隈
関
白
家 按察局
兵
部
卿
忠
行
の
娘。
実
父
は
藤
原
伊忠
卿
(
『
尊
卑
分
脈』
)
。猪隈関白家に女房として仕え、後藤原実の妾
な
る
(
『尊
卑
分
脈
』)
。
照
念
院
摂
政
太
政
大
臣
従
一
位
藤
原
兼
平、
大
僧
正
慈
禅を産む(『帝王編年記』)。
藤
原
某
女
中
納
言
行
光
(
宗
行)
の
娘。
左
大
臣
藤
原
忠
経
の
室。右大臣定雅を産む(『帝王編年記』、尊卑分脈)
。
平
某
女
中
納
言
親
宗
の
娘。
西
園
寺
公
経
の
室。右大臣正二位藤原実雄を産む(『帝
王
編
年
記
』)
。
藤
原
恩
子
従
三
位
藤
原
定
季
(
本
名
 資
能)
の
娘。
摂
政
関
白
九
条
教
実
の
室。関白左大臣従一位忠家、乗院権僧正尊信を産む(『帝
王
編
年
記
』)
。
藤
原
某
女
按
察
使
藤
原
定
高
の
娘。
藤
原
定
雅
の
室
と
な
り、
内
大
臣
正
二
位藤
原
通
雅
を
産
む
(
『
帝
王
編
年
記
』)。
藤
原
某
女
藤
原
通
雅
の
娘
(
『
続史
愚
抄
』)
。
藤
原
某
女
藤
原
実
有
の
娘。
藤
原
兼
平
の
室
と
な
り、
関
白
左
大
臣
従
一
位
藤
原
基
忠
を
産
む
(
『帝
王
編
年
記
』)
。
藤
原
某
女
藤
原
親
仲
の
娘。
藤
原
良
実
の
室
と
な
り、
左
大
臣
従
一
位藤
原
師
忠
を
産
む
(
『
帝
王
編
年
記
』)
。
某
女
重
時
の
娘。左馬権頭
相
模
守
平
時
宗
を産
む
(
『帝
王
編
年
記
』)
。
藤
原
某
女
潮
音
院
尼
藤
原
義
景
の
娘。
平
時
宗
の
室
と
な
り、
相
模
守
兼
左
馬
頭
平
貞
時
を
産
む
(
『
帝
王
編
年
記
』)
。
潮音
院
尼
と
号
す。
源
某
女
源
兼
教
の
娘。
藤
原
良
平
の
室
と
な
り、
本
覚
院
権
僧
正
最
源
(
天
台
座
主)
を
産
む
(
『
帝
王
編
年
記
』)
。
源
某
女
少
納
言
源
重
房
の
娘。藤原道家の室となり
、、
天
台
座
主
僧
正
慈
実
を
産
む
(
『
帝
王
編
年
記
』)
。
某
女
政
村
の
娘。相模守平師
時
を
産
む
(
『帝
王
編
年
記
』)
。
北
条
政
子
二
位
遠
江
守
時
政
の
娘
(
『
尊
卑
分
脈
』、
『
樵
談
治
要
』)
。
藤
原
某
女
松
殿
宰
相
中
将
兼
嗣
の
孫
娘。
母
は
新
陽
明
門
院
位
子。
は
じ
め
富
小
路
中
納
言
季
雄
に
嫁
い
だ
が、
後
に
鷹
司
兼
忠
の
子、
三
位
中
将
基
教
に嫁ぐ(『増鏡』)。新陽明門院に愛され、その遺産を多くもらう
藤
原
季
子
従
二
位
南
御
方
太
政
犬
臣
良
平
の
娘。
左
大
臣
実
泰
に
嫁
ぎ、
洞
院
公
賢
を
産
む。後二条天皇乳母(『尊卑分脈』)。、入道中納言公雄と密
通
す
る
(
『
尊
卑
分
脈
』)
。
↓
主
要
女
房
表
(
後
深
草
朝)
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【資
料
一
覧
】
『
大
日
本
史
料
』
 
第
五
編
之
十
九
～
第
五
編
之
三
十
二
(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
)
『
訳
註
大
日
本
史
』
 
第
三
巻
 
列
伝
(大
日
本
史
普
及
会
編
纂
)
『
日
本
史
総
覧
』
 
第
-
巻
 
考
古
・
古
代
一
(児
玉
幸
多
、
小
西
四
郎
、
竹
内
理
三
監
修
新
人
物
往
来
社
)
〔
日
記
類
〕
『
後
深
草
院
御
記
』
(増
補
史
料
大
成
『
歴
代
震
記
』
所
収
)
『
伏
見
天
皇
震
記
』
(増
補
史
料
大
成
)
『
岡
屋
関
白
記
』
(大
日
本
古
記
録
)
『
葉
黄
記
』
(史
料
纂
集
)
『
経
俊
卿
記
』
(図
書
寮
叢
刊
)
『
平
戸
記
』
(増
補
史
料
大
成
)
『
吉
続
記
』
(増
補
史
料
大
成
)
『
勘
仲
記
』
(増
補
史
料
大
成
)
『
公
衡
公
記
』
(史
料
纂
集
)
『
実
躬
卿
記
』
(大
日
本
古
記
録
)
『
園
太
暦
』
(史
料
纂
集
)
『
弁
内
侍
日
記
』
(新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『中
世
日
記
紀
行
集
』
所
収
)
『
中
務
内
侍
日
記
』
(新
日
本
古
典
文
学
大
系
『中
世
日
記
紀
行
集
』
所
収
)
〔歴
史
書
・
年
代
記
類
〕
『
百
錬
抄
』
(新
訂
増
補
国
史
大
系
)
『
五
代
帝
王
物
語
』
(中
世
の
文
学
)
『
皇
代
記
』
(群
書
類
従
)
『
一
代
要
記
』
(改
定
史
籍
集
覧
)
『帝
王
編
年
記
』
(新
訂
増
補
国
史
大
系
)
『増
鏡
』
(日
本
古
典
文
学
大
系
)
『神
皇
正
統
記
』
(日
本
古
典
文
学
大
系
)
『
歴
代
皇
紀
』
(改
定
史
籍
集
覧
)
『続
神
皇
正
統
記
』
(群
書
類
従
)
『皇
年
代
略
記
』
(群
書
類
従
)
『続
史
愚
抄
』
(新
訂
増
補
国
史
大
系
)
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〔系
譜
類
〕
『
皇
胤
系
図
』
(続
群
書
類
従
)
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
(群
書
類
従
)
『
諸
門
跡
譜
』
(群
書
類
従
)
『尊
卑
分
脈
』
(新
訂
増
補
国
史
大
系
)
〔そ
の
他
〕
『常
楽
記
』
(群
書
類
従
)
『
女
院
記
』
(群
書
類
従
)
『
将
軍
執
権
次
第
』
(群
書
類
従
)
『
後
宮
略
伝
』
(続
群
書
類
従
)
『女
院
小
伝
』
(群
書
類
従
)
『
本
朝
女
后
名
字
抄
』
(群
書
類
従
)
『
仁
和
寺
御
伝
』
(群
書
類
従
)
『
本
朝
誰
号
雑
記
』
(群
書
類
従
)
『院
号
定
部
類
記
』
(続
群
書
類
従
)
『
公
卿
補
任
』
(新
訂
増
補
国
史
大
系
)
132
 
☆
小
稿
は
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
資
料
と
し
て
作
成
し
た
た
め
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
は
調
査
対
象
か
ら
省
い
た
。
(本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)
